
うにゲットしたよ！（7月3日 八幡小学校磯体験）
　

議
案
７
件
（
平
成
21
年
度
一
般
会

計
・
特
別
会
計
補
正
予
算
ほ
か
）、

報
告
５
件
、
陳
情
２
件
、
承
認
１
件
、

諮
問
２
件
（
人
権
擁
護
委
員
候
補
者

の
推
薦
）
を
審
査
し
、不
採
択
と
な
っ

た
陳
情
２
件
（
※
詳
細
は
11
ペ
ー
ジ

に
記
載
）
を
除
き
、
原
案
可
決
し
た
。

　

継
続
審
査
と
し
て
い
た
議
案
１
件

（
※
詳
細
は
13
ペ
ー
ジ
に
記
載
）
は

原
案
可
決
し
た
。

　

条
例
（
市
税
・
国
民
健
康
保
険
税
）

の
一
部
改
正
に
つ
い
て
の
専
決
処
分

２
件
、
補
正
予
算
（
平
成
20
年
度
一

般
会
計
・
特
別
会
計
、
平
成
21
年
度

一
般
会
計
）
に
つ
い
て
の
専
決
処
分

４
件
（
※
詳
細
は
２
ペ
ー
ジ
に
記
載
）

を
承
認
。
同
意
１
件
（
教
育
委
員
会

委
員
の
任
命
）
を
同
意
し
た
。

○
臨
時
会
（
5/18
）

○
６
月
定
例
会
（
6/2
〜
6/16
）

第第2222号号
平成21年８月６日発行

質問 質疑

ど
え
ん
な
補
正
が
あ
る
と
？

予
備
水
源
購
入
１
億
５
千
万
円 

い
き
議
会
だ
よ
り
ク
イ
ズ

第
１
回
当
選
者
の
発
表
！

2P ～2P～

も
う
ち
っ
と
く
わ
し
ゅ
う

も
う
ち
っ
と
く
わ
し
ゅ
う

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
ほ
か

助
成
事
業
ほ
か
1414
項項
目目
4P4P

11
人
が
一
般
質
問

フ
ェ
リ
ー
料
金
問
題
ほ
か
30
項
目

市
民
の
声

た
く
さ
ん
の
貴
重
な
ご
意
見

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！

6P ～6P～15P15P16P16P

予算予算クイズクイズ 意見意見
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どえんな補正があると？
５月補正予算　一般会計補正額　　3,810万１千円増

ユ
ウ
く
ん

遊歩道の砂除去は
やおいかん（大変）！

観光施設整備事業
４００万円

子ども農山漁村交流プロジェクト
推進事業

　　　　　３４０万円

緊急雇用創出事業
１, ０００万円

地域資源活用ふるさと雇用再生事業
２，０７０万円

壱岐体験型観光受入協議会のスタッフ（芦辺港ターミナルビル２階）

原の辻遺跡出土遺物の修復作業「文化財分室（旧公立病院）」 ６月12日に開店した島の駅「壱番館」

遊歩道の砂除去作業（辰ノ島海水浴場）

農産物直販所整備・運営事業　
地場産品加工開発事業
観光体験農園事業

市内文化財施設再編資料整理
原の辻遺跡復元建物展示物作成
指定文化財管理

コーディネート委託事業

海水浴場・自然公園漂着ゴミ撤去（10箇所）
公園地内支障木伐採（７箇所）
海水浴場遊歩道砂等除去（２箇所）
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６月補正予算　一般会計補正額　３億６, ４２１万２千円増
　　　　　　　特別会計補正額　１億５, ０００万円増
　　　　　　　　　　合　　計　５億１, ４２１万２千円増

ミ
ル
ち
ゃ
ん

山崎少年消防クラブの
みなさん、日本代表として
頑張ってください！

一支国博物館展望塔望遠鏡設置
しまごとプロジェクト事業 ４６３万円

地域振興基金積立金 ８,０６６万円

新型インフルエンザ対策費 ４１３万円

学校給食センター建設事業 ６３５万円

「歴史の島・壱岐」基盤づくり推進事業
　１, ０００万円

防火・防災普及啓発推進事業 ４６万円

水資源等対策事業
１億５,０００万円

官民協働生ごみ分別推進事業 １９３万円

観光物産展「壱岐フェア」（博多駅）
予備水源（勝本町布気・百合畑・片山触・芦辺町国分本村触）

段ボールコンポスト普及説明会（６月27日 池田西上婦人会）

建設が進む一支国博物館（芦辺町鶴亀触）

情報発信・誘客戦略の展開・観光物産展開催

マスク・手指消毒薬購入
自動対外式除細動器（ＡＥＤ）購入
（市内公共施設10箇所）

青少年消防オリンピック派遣補助金
（山崎少年消防クラブ）
幼年消防用活動資器材助成交付金
（田河幼稚園幼年消防クラブ）

基本設計業務等

予備水源用地購入（勝本・芦辺地区）

一支国弥生まつり２００９補助金
原の辻遺跡ＰＲ用貫頭衣作成

ごみ分別調査活動
段ボールコンポスト等普及活動

新市町村振興宝くじ配分金
（小中学校耐震対策費）青少年消防オリンピック出場壮行会（７月14日 石田改善センター）

新型インフルエンザ対策用マスク
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新型インフルエンザ
対策は万全にね！

キクちゃん

Q
平
成
20
年
度
徴
収
額
と

の
増
減
額
と
改
定
の
周
知
方

法
は
。

A
道
路
分
164
万
３
千
円
減
、

河
川
１
万
６
千
円
減
、
都
市

公
園
３
千
円
減
、
合
計
166
万

２
千
円
減
。

　

市
報
等
で
周
知
し
、九
電
・

Ｎ
Ｔ
Ｔ
等
の
企
業
は
文
書
で

通
知
す
る
。

平
成
21
年
度
壱
岐
市

一
般
会
計
補
正
予
算

Q1
新
市
町
村
振
興
宝
く
じ

配
分
金
の
積
算
の
根
拠
は
。

A1
総
額
40
億
円
。
30
％
が

均
等
割
、
70
％
が
人
口
割
。

Q2
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事

業
の
４
自
治
会
の
事
業
内
容

は
。

A2
箱
崎
本
村
自
治
公
民
館

へ
体
育
レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
活

動
用
品
（
遊
具
）、
石
田
浦

会
へ
お
祭
り
用
品
（
太
鼓
）

整
備
、
牛
方
触
お
よ
び
西
戸

触
自
主
防
災
組
織
へ
防
災
備

品
。

Ｑ３
簡
易
水
道
繰
出
金
は
有

利
な
起
債
に
は
該
当
し
な
い

の
か
。

A3
財
政
健
全
化
計
画
の
下

で
地
方
債
の
借
入
は
で
き
な

い
。
地
域
振
興
基
金
か
ら
の

繰
入
と
す
る
。

Q4
生
ご
み
処
理
機
購
入
の

補
助
金
は
代
理
人
受
領
等
で

簡
素
化
は
で
き
な
い
か
。

A4
委
任
状
で
対
応
で
き
な

い
こ
と
は
な
い
が
、
印
鑑
は

必
要
。前
向
き
に
検
討
す
る
。

Q5
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策

用
マ
ス
ク
の
購
入
予
定
数
は
。

A5
４
千
800
枚
。
15
歳
以
上

79
歳
未
満
の
人
口
の
２
割
。

15
歳
未
満
は
休
校
、
80
歳
以

上
の
通
所
サ
ー
ビ
ス
は
休
止

等
の
措
置
を
考
え
て
算
定
。

Q6
地
籍
図
の
修
正
関
連
・

地
籍
測
量
調
査
費
は
当
初
予

算
に
計
上
す
べ
き
で
は
。

A6
異
議
申
立
等
に
よ
り
地

籍
図
の
訂
正
が
多
く
発
生

し
、
修
正
に
必
要
な
費
用
が

出
た
。

Q7
現
地
籍
調
査
地
区
と
完

了
年
度
は
。

A7
八
幡
地
区
。
芦
辺
町
の

完
了
が
平
成
23
年
度
予
定
。

Q8
生
ご
み
分
別
推
進
事
業

の
内
容
・
目
的
・
委
託
先
・

官
民
協
働
ル
ー
ム
と
の
連
携

内
容
は
。

A8
ご
み
排
出
は
平
成
12
年

度
を
基
準
と
し
、
平
成
24
年

度
ま
で
に
13
％
削
減
す
る
計

画
で
あ
り
、
焼
却
ご
み
に
占

め
る
40
％
の
生
ご
み
の
リ
サ

イ
ク
ル
が
必
要
で
市
民
の
協

力
が
不
可
欠
。
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
や
聞
き
取
り
調
査
で
実

態
を
把
握
す
る
。
自
治
公
民

館
等
で
説
明
会
を
実
施
し
、

生
ご
み
堆
肥
の
必
要
性
・
利

用
の
推
進
を
行
う
。
リ
サ
イ

ク
ル
品
の
分
別
徹
底
、
不
法

投
棄
の
抑
制
等
調
査
研
究
。

廃
食
油
の
リ
サ
イ
ク
ル
ス
テ

ー
シ
ョ
ン
へ
の
出
し
方
、
回

収
方
法
を
調
査
研
究
。
環
境

に
対
す
る
全
般
事
項
の
推
進

事
業
等
実
施
す
る
よ
う
委
託
。

　
「
壱
岐
島
環
境
問
題
を
考

え
る
会
」
が
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
化

後
、
入
札
参
加
資
格
申
請
手

続
き
を
し
て
頂
き
委
託
。
委

託
費
は
人
件
費
・
車
両
・
車

の
リ
ー
ス
料
・
燃
料
費
。

　

市
民
の
目
線
に
合
っ
た
ご

み
対
策
を
推
進
し
、
市
民
と

十
分
協
議
連
携
を
図
り
、
官

民
協
働
ル
ー
ム
で
一
体
的
に

取
り
組
む
。

Q9

市
で
取
り
組
む
べ
き
。

委
託
の
必
要
は
な
い
の
で
は
。

A9
「
壱
岐
島
環
境
問
題
を

考
え
る
会
」
と
意
見
交
換
時

に
、
行
政
だ
け
で
は
や
れ
な

い
。
我
々
も
頑
張
る
の
で
共

同
で
や
っ
て
い
け
な
い
か
と

の
強
い
気
持
ち
が
あ
っ
た
。

Q10
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
設
置
場
所
と

取
扱
説
明
は
。

A10
４
庁
舎
、
文
化
ホ
ー
ル
、

体
育
館
等
人
の
集
ま
る
場

所
。
納
入
業
者
か
ら
職
員
に

対
し
、
取
扱
説
明
を
行
っ
て

い
る
。

Q11
要
望
書
等
は
受
け
た
段

階
で
状
況
説
明
を
す
べ
き
。

A11
対
策
を
講
じ
る
よ
う
協

議
す
る
。

Q12
観
光
協
会
補
助
金
は
市

と
し
て
も
意
見
を
言
う
べ
き
。

A12
観
光
協
会
の
総
意
で
の

要
望
で
は
な
か
っ
た
の
で
、

解
決
す
る
ま
で
予
算
は
執
行

し
な
い
。

Q13
雨
水
タ
ン
ク
設
置
購
入

の
補
助
金
も
必
要
で
は
。

A13
直
射
日
光
の
問
題
も
あ

る
が
通
常
５
〜
６
万
円
で
、

ポ
ン
プ
等
必
要
に
な
れ
ば
10

万
円
程
度
。
今
の
と
こ
ろ
考

え
て
い
な
い
が
検
討
す
る
必

要
が
あ
る
。

壱
岐
市
道
路
占
用
料
徴
収

条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

疑
議
質
案

平成21年度コミュニティ助成事業内訳（自主防災組織）

実施団体 牛方触自治会・
公民館
自主防災組織

西戸触公民館
自主防災組織

決定額 2,000,000円 2,000,000円

助成対象 ＡＥＤ
放送設備一式
テント
発電機
草刈機
チェーンソー
投光機
消火器
メガホン
救急箱 ほか

ＡＥＤ
組立式水槽
テント
発電機
草刈機
チェーンソー
投光機
消火器
メガホン
救急箱 ほか

交付決定日 平成21年４月１日
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ああんん質質問問なな
どどええんんななっったた？？

観光バスの利用も多い市道江角諸津線

　現在ある路線を活用して、沿岸観光道路の整
備計画を図るべき。市道江角諸津線の整備は新
年度予算での対応を。

　庁内検討会議を開催し、基本方針を作成する
予定。指摘の路線は整備基本方針に沿って計画
する。

市長／整備基本方針を作成する予定

10月末に整備基準素案を仕上げる
　３月中旬に壱岐市道路整備基準の骨子策定と
作業スケジュールを確認。
　現在、各担当課で要望路線の整理および全国
の整備基準要項策定事例を調査中。
　７月中旬に資料の摺

す
り合わせを行い、現地踏

査実施後、10月末を目標に素案を仕上げる。

質質　　問問
平成21年３月定例会

在在あ 路 岸観岸観岸観岸岸 光光道路路 整整

沿岸観光道路の整備を！
　緊急事態等に対応するため、路線バス乗車カ
ードに本人の電話番号（連絡先）を追加記載し、
安全対策を図るべき。

　更新時期を見て、前向きに検討したい。

市長／ご指摘のとおり

個人情報に配慮
　個人の住所や電話番号等、紛失されたときに
個人情報が漏れる恐れがあるので現状のカード
様式が良いと考える。なお、新規カード発行時
に必要性があると判断される場合には、本人の
住所、電話番号、緊急連絡先、かかりつけ病院
等の記載をされてはと申し添える予定。

質質　　問問
平成21年３月定例会

急急 態等態等 対対対応応 路 乗

高齢者の安全対策を！

あの質問は…

ミ
ル
ち
ゃ
ん

どうなったの？

キ
ク
ち
ゃ
ん

バス乗車カードの有効活用を
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市
山　

和
幸 

議
員

Q 
博
多
〜
壱
岐
〜
対
馬
の

フ
ェ
リ
ー
料
金
引
き
下
げ

　

地
域
活
性
化
・
経
済
危
機

対
策
臨
時
交
付
金
お
よ
び
地

域
活
力
基
盤
創
造
交
付
金
は

離
島
航
路
対
策
へ
活
用
可

能
。

①
航
路
対
策
の
協
議
は
検
討

さ
れ
て
い
る
の
か
。

②
交
付
金
活
用
に
つ
い
て
の

見
解
は
。

A 
市
長

運
賃
引
き
下
げ
を
国
へ

要
望 

①
全
国
離
島
振
興
協
議
会
で

航
路
運
賃
の
抜
本
引
き
下
げ
、

国
庫
補
助
の
拡
大
に
つ
い
て

特
別
決
議
を
し
て
い
る
。

②
佐
渡
市
に
倣な

ら

っ
た
フ
ェ

リ
ー
車
両
運
賃
の
引
き
下
げ

は
行
わ
な
い
。
交
付
金
は
島

内
の
優
先
す
べ
き
事
業
に
充

て
る
。
今
後
も
乗
船
客
に
反

映
さ
れ
る
補
助
を
国
へ
強
く

求
め
る
。

Q 
漂
流
・
漂
着
ご
み

回
収
処
理

　

地
方
公
共
団
体
が
行
う
地

球
温
暖
化
対
策
支
援
の
た
め

に「
グ
リ
ー
ン
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー

ル
基
金
」
が
あ
る
。
そ
の
う

ち
50
億
円
が
漂
着
ご
み
の
処

理
に
充
当
さ
れ
る
。

①
県
に
は
何
億
円
配
分
さ
れ

る
の
か
。

②
県
に
本
市
は
ど
れ
だ
け
要

請
し
て
い
る
の
か
。

A 
市
長

国
へ
要
望
中

①
現
在
は
事
業
要
望
調
査
の

段
階
で
あ
る
。

②
単
年
度
で
１
千
万
円
、
３

年
間
で
３
千
万
円
を
要
望
。

Q 
消
防
署
職
員
採
用

公
募
の
記
載

①
募
集
要
項
に
「
救
急
救
命

士
の
有
資
格
者
若
干
名
」
と

あ
る
が
、
採
用
に
考
慮
し
て

い
る
の
か
。

②
今
後
の
応
募
時
に
も
有
資

格
者
と
記
載
す
る
の
か
。

A 
消
防
長

資
格
の
有
無
は
重
視
し

な
い

①
消
防
吏
員
と
し
て
の
採
用

で
あ
り
、
有
資
格
者
で
あ
る

こ
と
の
加
算
は
行
っ
て
い
な

い
。

②
誤
解
を
生
み
や
す
い
の
で
、

今
後
は
募
集
要
項
の
記
載
を

改
善
す
る
。

田
原　

輝
男 

議
員

Q 

学
校
施
設

　

志
原
小
学
校
の
体
育
館
は

外
壁
の
一
部
が
落
下
し
、
腐

食
に
よ
っ
て
屋
根
に
穴
が
空

い
て
い
る
。
子
ど
も
た
ち
を

始
め
、
地
域
住
民
の
安
全
・

安
心
な
施
設
と
し
て
早
急
な

対
応
を
。

A 
教
育
長

早
急
に
臨
時
措
置
を
講

じ
る

　

全
体
的
な
改
修
は
平
成
24

年
度
実
施
の
第
２
次
耐
震
診

断
後
に
対
応
し
て
い
く
。

A 
市
長

災
害
時
に
避
難
で
き
る

よ
う

　

体
育
館
は
災
害
時
の
指
定

避
難
場
所
で
あ
り
、
応
急
処

置
は
す
ぐ
し
た
い
が
、
第
２

次
耐
震
診
断
結
果
を
見
て
、

緊
急
を
要
す
る
も
の
か
ら
整

備
す
る
。

Q 
中
学
校
規
模
適
正

化

　

今
ま
で
の
地
区
説
明
会
を

ど
の
よ
う
に
感
じ
た
か
。
ま

た
、
今
後
も
計
画
ど
お
り
に

進
め
て
い
く
の
か
。

　

市
長
も
ト
ッ
プ
と
し
て
地

区
説
明
会
に
参
加
す
べ
き
。

A 
教
育
長

住
民
理
解
を
得
た
統
廃

合
に

　

４
町
と

も
、
町
内

１
校
の
統

廃
合
に
は

理
解
頂
い

て
い
る
。

し
か
し
芦

辺
町
に
つ

い
て
は
使

用
校
舎
等

に
反
対
意

見
が
あ
る
。
今
後
、
９
月
議

会
に
て
中
学
校
設
置
条
例
の

一
部
改
正
議
案
を
提
出
で
き

る
よ
う
理
解
を
求
め
て
い

く
。A 

市
長

市
内
同
時
ス
タ
ー
ト

　

教
育
行
政
は
教
育
委
員
会

に
委
ね
ら
れ
て
い
る
が
、
統

廃
合
は
市
内
全
中
学
校
同
時

ス
タ
ー
ト
す
べ
き
。
説
明
会

に
は
要
請
が
あ
れ
ば
行
く
。

一 般 質 問一 般 質 問
傍
聴
者
数　

６
月
９
日　

約

傍
聴
者
数　

６
月
９
日　

約
2525
人　

６
月

人　

６
月
1010
日　

約

日　

約
3030
人人

フェリー料金の恒久的な引き下げを！

志原小学校体育館と子どもたち



07 いき　議会だより　2009年第22号

豊
坂　

敏
文 

議
員

Q 
自
治
会
施
設
へ
の

補
助
は
す
べ
き

①
長
崎
県
21
世
紀
ま
ち
づ
く

り
推
進
総
合
補
助
金
制
度
は

い
つ
廃
止
さ
れ
た
の
か
。

②
今
後
25
年
は
超
高
齢
化
社

会
に
突
入
す
る
。
福
祉
施
設

も
十
分
で
な
く
、
公
民
館
等

か
ら
の
増
改
築
の
要
望
が
多

い
。
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
※
１
は

も
ち
ろ
ん
施
設
の
老
朽
化
対

策
が
急
務
。
補
助
制
度
の
確

立
を
。

A 
市
長

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
施
設

へ
の
補
助
を
検
討

①
平
成
17
年
度
か
ら
廃
止
。

②
高
齢
化
社
会
に
対
応
す
る

手
す
り
、
ト
イ
レ
の
洋
式
化

等
設
備
補
助
を
検
討
す
る
。

Q 
242
自
治
公
民
館
の

統
合
計
画
と
進
捗

状
況
は

　

具
体
的
な
推
進
方
策
を
確

立
す
べ
き
。

A 
市
長

統
合
計
画
は
緊
急
の
課

題
　

限
界
集
落
※
２
も
今
後
増
加

す
る
と
推
測
さ
れ
る
が
、
行

政
主
導
で
は
な
く
、
地
域
の

自
発
的
な
統
合
に
期
待
し
た

い
。
統
合
計
画
の
あ
る
自
治

公
民
館
に
は
支
援
策
を
考
え

る
。

Q 
集
会
所
等
の
維
持

補
修

　

市
立
集
会
所
・
老
人
憩
い

の
家
・
地
区
生
活
館
・
へ
き

地
保
健
福
祉
館
・
研
修
所
等

は
老
朽
化
の
た
め
補
修
の
必

要
性
大
。
早
急
な
対
策
を
。

現
地
踏
査
に
よ
る
補
修
改
善

箇
所
の
把
握
は
し
て
い
る
の

か
。A 

市
長

現
地
踏
査
は
し
て
い
な

い
が

　

設
備
等
の
老
朽
化
の
改
善

点
が
あ
る
こ
と
は
十
分
認
識

し
て
い
る
。
小
規
模
補
修
は

地
元
で
対
応
を
お
願
い
す
る

が
、
大
規
模
補
修
は
管
理
受

託
者
と
協
議
の
上
実
施
す
る
。

音
嶋　

正
吾 

議
員

Q 

合
併
し
て
５
年
が
経
過
す
る

が
、
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ

ト
の
検
証
と
改
善
課
題

①
旧
４
町
時
代
と
比
較
し
た

住
民
満
足
度
は
。

②
財
政
難
の
上
か
ら
も
市
民

協
働
の
取
り
組
み
が
必
要
。

現
状
と
今
後
の
取
り
組
み
は
。

③
民
主
主
義
の
原
点
で
あ
る

情
報
公
開
が
不
十
分
。
見
え

る
市
政
実
現
の
た
め
に
も
、

情
報
開
示
を
積
極
的
に
す
べ

き
。

④
給
与
・
待
遇
に
つ
い
て
、

官
高
民
低
の
格
差
が
増
大
し

て
い
る
。
市
職
員
給
与
の
削

減
を
検
討
す
べ
き
。
慈
愛
の

精
神
を
行
動
に
移
す
職
員
の

英
断
を
期
待
す
る
。

A 
市
長

合
併
は
ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
※ 

①
意
思
決
定
の
ス
ピ
ー
ド
化

に
よ
り
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向

上
に
努
め
て
き
た
。

②
市
民
協
働
に
よ
る
一
支
国

弥
生
ま
つ
り
を
実
施
。
今
後

も
原
の
辻
遺
跡
・
一
支
国
博
物

館
の
運
営
お
よ
び
全
国
へ
の

情
報
発
信
、
生
ご
み
分
別
等

の
環
境
問
題
を
市
民
協
働
で

行
う
。
ま
た
、
自
治
基
本
条

例
制
定
に
向
け
、
取
り
組
ん

で
い
く
。

③
市
政
全
般
を
可
能
な
限
り

公
開
し
て
い
る
。
今
後
も
個

人
情
報
に
は
十
分
注
意
し
、

市
民
と
の
対
話
を
重
ね
、
積

極
的
な
情
報
開
示
に
努
め
る
。

④
現
在
給
料
カ
ッ
ト
と
い
う

手
法
で
直
接

職
員
の
理
解

を
求
め
、
早

急
な
対
応
を

し
て
い
る
。
人

件
費
圧
縮
に

つ
い
て
は
職

員
組
合
も
理

解
し
て
く
れ

る
も
の
と
確

信
し
て
い
る
。

Q 
航
路
料
金
問
題

　

本
土
と
離
島
の
格
差
が
増

大
し
て
い
る
。
市
経
済
に
与

え
る
影
響
は
甚
大
で
あ
る
。

恒
久
的
航
路
運
賃
値
下
げ
を

国
に
求
め
る
べ
き
。

A 
市
長

航
路
は
道
路

　

全
国
離
島
振
興
協
議
会
か

ら
国
に
要
求
中
。
今
後
も
実

効
性
あ
る
政
策
・
補
助
を
強

く
要
求
し
て
い
く
。

※
１ 

障
害
を
も
つ
人
々
が
、
生
活
環

境
（
住
宅
、地
域
施
設
、交
通
施
設
）

に
お
い
て
、
普
通
に
生
活
す
る
こ

と
を
阻
ん
で
い
る
障
壁
（
バ
リ
ア
）

を
な
く
す
こ
と
。 

※
２ 

過
疎
化
な
ど
で
人
口
の
50
％
が

65
歳
以
上
の
高
齢
者
に
な
り
、
冠

婚
葬
祭
な
ど
社
会
的
共
同
生
活
の

維
持
が
困
難
に
な
っ
た
集
落
の
こ

と
。

昭和55年３月建設の勝本町西部老人憩いの家

市民ボランティアによる古代米の田植え（６月13日 原の辻展示館前）

※
同
種
の
も
の
が
集
ま
り
、
規
模
が

大
き
く
な
る
こ
と
に
よ
っ
て
得
ら

れ
る
利
点
。
特
に
経
済
で
、
経
営

規
模
が
大
き
い
ほ
ど
生
産
性
や
経

済
効
率
が
向
上
す
る
こ
と
を
い
う
。



08いき　議会だより　2009年第22号

近
藤　

団
一 

議
員

Q 
中
学
校
の
統
廃
合
関
連

　

芦
辺
町
の
打
開
策
と
し
て

こ
の
際
、
現
芦
辺
庁
舎
の
明

け
渡
し
も
選
択
肢
の
一
つ
で

は
。A 

市
長

現
状
で
は
厳
し
い 

　

芦
辺
町
内
の
生
徒
・
学
級

数
等
、
学
校
規
模
か
ら
す
れ

ば
厳
し
い
が
、
研
究
す
る
。

Q 
国
分
周
辺
の
貯
水
池

購
入

　

水
が
溜
ま
っ
て
い
る
以
外

に
ほ
と
ん
ど
利
用
価
値
の
な

い
場
所
を
、
㎡
単
価
２
千
円
、

坪
６
千
円
と
は
い
か
が
か
。

水
の
流
入
が
見
込
め
る
場
所

で
は
な
く
、
汲く

み
上
げ
た
後

は
た
だ
の
空
池
で
は
。

A 
市
長

妥
当
な
価
格
で
あ
る

　

市
内
に
お
け
る
一
定
規
模

の
施
設
用
地
購
入
価
格
と
の

比
較
、
団
地
購
入
単
価
と
し

て
土
地
代
、
水
量
代
を
考
慮

す
れ
ば
妥
当
。調
査
の
結
果
、

１
日
380
ト
ン
の
湧
水
が
あ
る

の
で
心
配
な
い
。

Q 
市
民
病
院
無
料
バ
ス

関
連

　

今
後
、
長
期
間
の
無
料
バ

ス
継
続
は
困
難
。
壱
岐
高
、

郷
ノ
浦
港
も
含
め
た
全
体
の

交
通
体
系
を
考
え
れ
ば
、
壱

岐
ボ
ウ
ル
〜
桜さ

く
ら

川ご
う

〜
永
田
バ

イ
パ
ス
を
結
ぶ
道
路
が
必
要

で
は
。

A 
市
長

便
利
だ
が
…

　

病
院
行
き
に
は
非
常
に
便

利
だ
が
、
現
在
の
親
和
銀
行

方
面
の
利
用
者
が
心
配
。

Q 
原
の
辻
関
連

①
施
工
ミ
ス
で
コ
ン
ク
リ
ー

ト
打
設
後
、
破
砕
・
剥は

く

離り

が

な
さ
れ
た
の
は
事
実
か
。

②
博
物
館
の
魅
力
は
景
観
な

ど
で
は
な
く
、
展
示
物
の
価

値
と
思
う
が
い
か
が
か
。

A 
市
長

事
実
で
あ
り
、
修
復
完
了

①
不
良
部
分
を
除
去
し
、
手

直
し
を
行
っ
て
い
る
。

A 
教
育
長

国
立
博
物
館
に
も
劣
ら

な
い

②
壱
岐
の
数
々
の
国
指
定
重

要
文
化
財
を
は
じ
め
国
立
博

物
館
の
展
示
品
と
何
ら
遜そ

ん

色し
ょ
く

な
い
展
示
を
行
う
。

鵜
瀬　

和
博 

議
員

Q 
今
こ
そ
知
恵
を
出
せ
！

　

高
速
道
路
Ｅ
Ｔ
Ｃ
割
引
※

に
よ
り
明
暗
が
分
か
れ
た
。

佐
渡
市
は
車
航
送
賃
片
道
千

円
を
実
施
し
、
１
億
５
千
万

円
を
投
入
。
８
億
円
以
上
の

経
済
効
果
が
期
待
さ
れ
て
い

る
。

①
佐
渡
市
の
こ
の
素
早
い
対

応
を
ど
う
思
う
か
。

②
本
市
で
も
危
機
管
理
上
、

経
済
団
体
の
長
か
ら
な
る
市

航
路
対
策
協
議
会
で
様
々
な

対
策
等
を
協
議
す
べ
き
で
は

な
か
っ
た
の
か
。

③
島
内
産
農
・
水
産
加
工
品

が
立
派
で
も
価
格
競
争
は
運

賃
高
で
厳
し
い
。
７
億
２
千

200
万
円
の
交
付
金
を
活
用

し
、
流
通
補
助
制
度
の
創
設

を
。

A 
市
長

市
だ
け
で
は
解
決
で
き
な
い

①
評
価
は
す
る
が
、
短
期
的

で
な
く
恒
久
的
な
対
応
を
し

て
い
き
た
い
。

②
壱
岐
の
関
係
者
だ
け
で
解

決
で
き
る
問
題
で
は
な
い
た

め
、
先
に
国
へ
要
求
し
た
。

③
補
助
金
は
費
用
対
効
果
を

必
ず
見
極
め
る
必
要
が
あ

り
、
効
果
の
不
透
明
な
ト

ラ
ッ
ク
輸
送
費
へ
の
補
助
は

消
極
的
。

Q 
急
げ
！
景
観
条
例

制
定
を

①
平
成
18
年
12
月

の
一
般
質
問
後
の

進
捗
状
況
は
。

②
美
し
い
自
然
景

観
等
を
保
護
す
る

た
め
に
も
、
景
観

法
に
則の
っ
と

っ
た
景
観

行
政
団
体
の
承
認

を
受
け
、
原
の
辻

遺
跡
周
辺
か
ら
で

も
制
定
す
べ
き
。

A 
市
長

景
観
行
政
団
体
年
内
承
認
へ

①
平
成
19
年
度
は
担
当
職
員

の
研
修
。
市
民
１
千
500
人
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
。
平
成
20
年

度
ア
ン
ケ
ー
ト
の
分
析
。
目

に
見
え
た
進
捗
は
な
い
。

②
早
期
の
条
例
制
定
に
向

け
、
ま
ず
最
初
の
手
続
き
で

あ
る
景
観
行
政
団
体
の
承
認

を
県
と
の
協
議
を
経
て
本
年

中
に
取
り
た
い
。

芦辺庁舎付近航空写真

復元整備が進む原の辻遺跡

※
自
動
料
金
収
受
シ
ス
テ
ム
（
Ｅ
Ｔ

Ｃ
）
を
搭
載
し
た
乗
用
車
の
土
日

祝
日
の
高
速
料
金
千
円
乗
り
放
題
。

芦辺小学校

芦辺庁舎
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今
西　

菊
乃 

議
員

Q 

郷
土
館
閉
館
後
の

活
用

　
一
支
国
博
物
館
の
完
成
に

伴
い
、
展
示
品
が
移
さ
れ
閉

館
さ
れ
る
。
そ
の
後
の
活
用

と
し
て
、
健
診
セ
ン
タ
ー
と

し
て
は
狭き
ょ
う

隘あ
い

で
は
な
い
か
。

文
化
ホ
ー
ル
・
美
術
館
と
の

兼
ね
合
い
も
考
慮
し
、
市
民

ギ
ャ
ラ
リ
ー
や
図
書
館
等
文

化
的
な
施
設
に
す
べ
き
。

A 

市
長

施
設
の
有
効
利
用

　

現
在
使
用
中
の
施
設
は
年

間
340
万
円
の
借
上
料
・
維
持

費
が
必
要
。
展
示
ケ
ー
ス
・

壁
面
を
活
用
し
、
絵
画
作
品

等
展
示
す
る
。
健
診
の
な
い

日
は
子
育
て
教
室
や
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
室
に
使
え
る
よ
う
配

慮
す
る
。

Q 

職
員
の
処
遇

①
幼
稚
園
・
保
育
所

の
臨
時
職
員
に
担
任

を
さ
せ
る
べ
き
で
は

な
い
。
正
規
職
員
が

不
足
し
て
い
る
の
な

ら
採
用
す
べ
き
。

②
看
護
師
の
夜
間
介

護
手
当
・
危
険
手
当
・

管
理
職
の
救
急
手
当

は
病
院
の
仕
組
み
の

中
で
公
平
性
を
保
つ

た
め
に
必
要
。
市
内

の
他
の
民
間
病
院
は

支
給
し
て
い
る
。

③
文
化
ホ
ー
ル
（
ホ
ー

ル
関
係
）・
体
育
館
の
職
員
は

外
郭
団
体
※
職
員
に
し
て
は
。

A 

市
長

今
年
度
で
結
論
を
出
す

①
幼
稚
園
教
諭
・
保
育
士
の

資
格
が
あ
れ
ば
臨
時
職
員
で

も
問
題
な
い
。
勤
務
実
績
に

応
じ
た
割
増
賃
金
等
を
支
給

す
る
こ
と
で
処
遇
を
改
善
で

き
る
と
考
え
る
。

②
労
使
協
議
で
廃
止
。
市
民

病
院
改
革
の
中
で
解
決
す
る
。

③
雇
用
形
態
変
更
の
一
手
法

で
は
あ
る
が
、
慎
重
に
考
え

る
。

市
山　
　

繁 

議
員

Q 

高
速
道
路
Ｅ
Ｔ
Ｃ
割
引

の
影
響
と
対
策

　

国
の
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
な
経

済
政
策
に
よ
り
、
離
島
航
路

も
打
撃
を
受
け
、
島
の
交
流

人
口
も
減
少
し
て
い
る
。
九

州
郵
船
㈱
の
経
営
に
も
限
界

が
あ
る
。
公
平
な
競
争
が
で

き
る
よ
う
国
へ
恒
久
的
な
制

度
の
策
定
を
強
く
要
望
す
べ

き
。A 

市
長

国
へ
強
く
要
望
す
る

　

離
島
航
路
補
助
制
度
充
実

の
た
め
の
予
算
の
拡
大
・
海

上
道
路
を
高
速
道
路
料
金
と

同
様
の
支
援
を
含
め
た
離
島

航
路
に
対
す
る
財
政
支
援
・

離
島
航
路
運
賃
低
下
に
つ
な

が
る
直
接
的
な
財
政
支
援
を

要
望
中
。

Q 

県
提
案
の
執
務
室
の

共
同
化

　

市
は
ど
の
よ
う
な
対
策
を

し
て
い
る
の
か
。
共
同
化
に

よ
り
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

と
同
種
の
課
の
業
務
が
効
率

的
に
な
る
の
で
は
。

A 

市
長

県
の
基
本
方
針
に
沿
う
が

　

共
同
化
は
課
題
も
多
く
、

当
面
は
建
設
部
門
の
一
部
・

産
業
経
済
部
門
の
一
部
の
共

同
化
を
考
え
て
い
る
。

Q 

陸
上
自
衛
隊
駐
屯
地

の
要
請

　

世
界
情

勢
は
日
々

変
化
し
て

い
る
。
重

要
な
国
境

の
島
で
あ

る
。
将
来

を
見
据
え

て
の
要
望

を
。
島
の

高
齢
化
に

伴
い
、
島

の
治
安
・

災
害
・
監

視
・
教
育
・

消
費
拡
大
・
経
済
向
上
と
安

全
・
安
心
の
平
和
な
島
づ
く

り
の
た
め
に
。

A 

市
長

ぜ
ひ
打
診
し
て
み
た
い

　

人
口
増
加
・
市
財
政
へ
の

影
響
・
経
済
面
に
も
大
き
な

効
果
が
あ
る
。
一
方
、
敷
地

や
住
民
感
情
の
面
で
困
難
な

と
こ
ろ
も
あ
る
が
打
診
し
て

み
る
。

壱 岐 郷 土 館

三島小学校（大島本校）に降り立つ陸上自衛隊員（H19.11.9 壱岐市防災訓練）

※ 

官
庁
や
公
共
団
体
・
公
社
な
ど

の
組
織
と
は
形
式
的
に
別
個
の
も

の
に
属
す
る
が
、
こ
れ
と
連
携
し
、

そ
の
活
動
や
事
業
を
援
助
す
る
こ

と
を
目
的
と
す
る
団
体
。
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久
間　

初
子 

議
員

Q 

壱
岐
食
べ
放
題

　

本
土
の
高
速
料
金
値
下
げ

に
よ
り
、
５
月
の
連
休
時
は

渋
滞
が
で
き
る
程
だ
っ
た
。
し

か
し
、
離
島
で
は
閑
古
鳥
が

鳴
い
た
。
交
付
金
約
７
億
円

の
活
用
に
つ
い
て
、
市
と
し
て

国
・
県
に
対
し
て
要
望
ま
た

は
対
策
を
考
え
て
い
る
の
か
。

ま
た
、
壱
岐
の
特
産
品
を
食

べ
放
題
に
し
て
観
光
客
を
呼

び
込
む
等
の
事
業
に
使
え
な

い
か
。

A 
市
長

ユ
ニ
ー
ク
な
意
見
だ
が
…

　

交
付
金
の
活
用
計
画
は
現

在
各
課
提
出
の
事
業
を
集
約

し
て
い
る
段
階
。
貴
議
員
提

案
の
事
業
は
考
え
て
い
な

い
。Q 

特
養
老
人
ホ
ー
ム

　

建
て
替
え
計
画
案
が
今
回

提
案
さ
れ
た
が
、
移
転
も
視

野
に
入
れ
て
い
る
の
か
。

A 
市
長

現
施
設
は
老
朽
化

　

平
成
22
年
度
に
本
設
計
・

敷
地
造
成
、
平
成
23
年
度
に

本
体
工
事
に
着
手
の
計
画
。

場
所
は
ま
だ
決
め
て
い
な
い
。

Q 

精し
ょ
う
ろ
う霊
流
し

　

昨
年
か
ら
郷
ノ
浦
地
区
の

精
霊
流
し
の
方
法
が
変
更
に

な
っ
た
。
以
前
と
同
じ
よ
う
に

戻
せ
な
い
の
か
。

A 
市
長

法
律
遵じ

ゅ
ん
し
ゅ守

　

海
に
投
棄
す
る
こ
と
は
平

成
12
年
度
に
法
改
正
さ
れ
、

規
制
が
さ
ら
に
厳
し
く
な
っ

た
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
海
岸

清
掃
さ
れ
て
い
る
こ
と
や
、

市
内
の
他
浦
部
の
状
況
も
あ

り
、「
フ
ェ
リ
ー
み
し
ま
」

に
よ
る
精
霊
流
し
は
見
直
し

を
図
っ
た
。

Q 
フ
ェ
ン
ス
の
設
置
を

　

弁
天
崎
公
園
は
以
前
の

プ
ー
ル
跡
地
が
緑
地
化
さ
れ

て
、
多
く
の
子
ど
も
た
ち
が

利
用
し
て
い
る
。
海
岸
側
に

フ
ェ
ン
ス
が
な
い
場
所
が
あ

り
、
危
険
な
の
で
設
置
す
べ

き
。A 

市
長

現
地
調
査
さ
せ
る

　

建
設
担
当
理
事
を
同
行
さ

せ
る
。

中
村
出
征
雄 

議
員

Q 

子
育
て
支
援
の

充
実
を

①
市
内
の
認
可
保
育
所
の
入

所
状
況
は
。

②
同
一
世
帯
で
２
人
入
所
の

場
合
、
２
人
目
児
童
の
保
育

料
の
無
料
化
ま
た
は
４
分
の

１
に
軽
減
で
き
な
い
か
。

③
芦
辺
保
育
所
の
定
員
増
の

変
更
認
可
の
必
要
性
は
。

A 

市
長

子
育
て
支
援
は
す
る

①
５
月
現
在
、
定
員
510
人
に

対
し
、入
所
児
童
総
数
505
人
。

②
市
独
自
は
無
理
だ
が
、国
・

県
の
新
た
な
取
り
組
み
が
あ

れ
ば
対
応
し
た
い
。

③
年
間
平
均
在
所
率
120
％
以

上
が
３
年
以
上
続
け
ば
見
直

し
が
必
要
。
状
況
を
見
て
検

討
す
る
。

Q 

建
設
場
所
の
早
期

選
定
を

①
現
特
養
ホ
ー
ム
下
は
市
有

地
で
温
泉
も
あ
り
、
適
地
で

は
。

②
住
民
の
利
便
性
か
ら
北
部

と
南
部
に
分
散
す
べ
き
で
は
。

南
部
は
「
か
た
ば
る
病
院
」

を
改
造
し
、
建
設
費
の
縮
減

を
。

③
合
併
特
例
債
の
活
用
は
。

A 

市
長

建
設
場
所
は
白
紙

①
海
岸
線
に
公
的
施
設
の
適

否
を
含
め
て
、
湯
ノ
本
地
区

と
い
う
今
ま
で
の

経
過
も
あ
り
、
候

補
地
の
選
定
を
進

め
る
。

②
南
部
に
は
民
間

の
60
床
施
設
が
あ

り
、
病
院
改
革
プ

ラ
ン
の
結
果
を
見

て
研
究
す
る
。

③
該
当
対
象
事
業

と
な
る
が
、
他
の

財
源
を
含
め
模
索

す
る
。

Q 

西
側
防
波
堤
に
灯

台
設
置
を

　

久
喜
漁
港
は
大
型
貨
物
船

も
係
留
し
て
い
る
特
殊
な
漁

港
で
あ
り
、
過
去
に
衝
突
事

故
に
よ
り
尊
い
人
命
が
失
わ

れ
た
こ
と
も
あ
る
。
早
急
に

灯
台
を
設
置
す
べ
き
。

A 

市
長

出
入
港
は
危
険
と
認
識

　

灯
台
の
設
置
は
国
の
許
可

が
必
要
。
５
㎞
程
度
判
読
で

き
る
灯
台
を
検
討
中
。

危険防止のため植栽が施された弁天崎公園

久　喜　漁　港
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町
田　

正
一 

議
員

Q 

市
立
居
酒
屋

「
壱
岐
」
開
業

　

本
市
に
は
壱
岐
焼
酎
も
あ

れ
ば
、
壱
岐
牛
、
島
内
産
の

野
菜
や
海
産
物
等
、
他
の
地

域
に
誇
れ
る
も
の
が
あ
る
。

今
回
で
３
回
目
の
質
問
で
あ

る
が
、
ぜ
ひ
市
立
の
居
酒
屋

を
つ
く
っ
て
も
ら
い
た
い
。

行
政
が
主
体
と
な
っ
て
商
売

す
る
こ
と
に
意
味
が
あ
る
。

福
岡
に
１
号
店
が
で
き
れ
ば
、

将
来
は
全
国
展
開
も
可
能
で

あ
る
。
雑ざ

魚こ

や
規
格
外
の
農

産
物
も
加
工
し
て
売
れ
る
。

A 
市
長

ユ
ニ
ー
ク
な
提
案
だ
が

デ
ン
ジ
ャ
ラ
ス
※
１

　

す
ば
ら
し
い
ノ
ウ
ハ
ウ
※
２

を
持
っ
た
大
手
居
酒
屋
チ
ェ

ー
ン
店
で
さ
え
困
難
な
経
営

を
余
儀
な
く
さ

れ
て
い
る
経
済

情
勢
の
中
、
優

れ
た
地
場
産
品

を
も
っ
て
し
て

も
市
が
経
営
し

て
成
功
す
る
確

率
は
き
わ
め
て

低
い
。

Q 

ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー

　

壱
岐
の
北
部
沿
岸
に
50
基

程
度
の
風
力
発
電
を
設
置
し

て
は
ど
う
か
。
将
来
の
課
題

で
は
あ
る
が
、
問
題
点
は
何

か
。
ま
た
、
国
の
補
助
事
業

は
ど
の
よ
う
な
も
の
が
可
能

か
。A 

市
長

研
究
の
必
要
あ
り

　

課
題
と
な
る
の
は
本
土
と

の
海
底
ケ
ー
ブ
ル
を
ど
う
す

る
の
か
と
い
う
点
。
ま
た
海

底
ケ
ー
ブ
ル
が
で
き
た
場
合
、

売
電
で
き
る
と
同
時
に
送
電

し
て
く
る
こ
と
も
可
能
に
な

る
。

　

壱
岐
の
発
電
所
が
な
く
な

ら
な
い
の
で
あ
れ
ば
、調
査
・

研
究
を
進
め
た
い
。

風力発電（芦辺町箱崎諸津触）

※
１  「
危
険
な
」
の
意
味
。

※
２ 

上
手
く
い
く
た
め
の
知
識
や
経

験
、
秘
訣
の
こ
と
。

 陳情  意見書  コーナー
陳情を審査しました！

不
採
択

壱岐市の奨学金貸与制度の改善を
求める陳情

不
採
択

高齢者へのタクシー料金助成に関
する陳情

○提出者　　壱岐市芦辺町瀬戸浦
　　　　　　樋口　公明

○提出者　　壱岐地区タクシー協会
　　　　　　協会長　辻川　更司

ミ
ル
ち
ゃ
ん

 陳情  意見書  コーナー

（不採択の理由）
　本市の奨学金制度は他の奨学金制度を受けられなかった場合の救済が主たる目的であり、日本学生支援機構等の
公的な制度を有効利用してもらいたい。
　また、併用しての申し込み等は現在まで確認できていない。
　併せて、他の主な奨学金制度は多くの場合併給が認められていない。仮に他の奨学金と併用した場合、将来に渡
る返済額が増え本人の負担が大きくなる。

（不採択の理由）
　75歳以上の高齢者の方で自動車運転免許証及び自動車を所有していない方とあるが、免許証及び自動車を所有し
ていない人の把握確認が難しい。
　併せて、平等性・公平性に欠ける。
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総
務
文
教
常
任
委
員
会

予
算
特
別
委
員
会

予
算
特
別
委
員
会

厚
生
常
任
委
員
会

厚
生
常
任
委
員
会

委
員
長　

中
田　

恭
一

 

議
案
審
査
状
況 

　

６
月
定
例
会
で
は
、
議
案
１
件
と
陳
情
２
件
の

付
託
を
受
け
、
審
査
を
行
っ
た
。
採
決
の
結
果
、

議
案
１
件
は
可
決
。
陳
情
は
い
ず
れ
も
不
採
択
と

し
た
。
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
。

市
附
属
機
関
設
置
条
例
の
一
部
改
正

　

市
民
病
院
の
経
営
体
制
の
あ
り
方
、
か
た
ば
る

病
院
の
あ
り
方
に
つ
い
て
協
議
す
る
「
壱
岐
市
立

病
院
改
革
委
員
会
」
を
設
置
す
る
た
め
の
も
の
。

壱
岐
市
の
奨
学
金
貸
与
制
度
の
改
善
を
求
め
る
陳
情

高
齢
者
へ
の
タ
ク
シ
ー
料
金
助
成
に
関
す
る
陳
情

　

審
査
の
結
果
、
い
ず
れ
も
不
採
択
と
す
べ
き
も

の
と
し
た
。
不
採
択
の
理
由
は
11
ペ
ー
ジ
に
記
載
。

委
員
長　

近
藤　

団
一

 

議
案
審
査
状
況 

　

平
成
21
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
３
億
６
千
421

万
２
千
円
を
審
査
し
、
採
決
の
結
果
、
原
案
可
決

し
た
。
補
正
予
算
の
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
。

●
官
民
協
働
生
ご
み
分
別
推
進
事
業
に
お
い
て
、

生
ご
み
分
別
調
査
活
動
お
よ
び
段
ボ
ー
ル
コ
ン

ポ
ス
ト
等
普
及
活
動
を
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
壱
岐
島

環
境
問
題
を
考
え
る
会
」
に
委
託
す
る
も
の
。

　

業
務
に
つ
い
て
は
日
次
・
月
次
報
告
等
に
よ

り
、
推
進
状
況
等
を
掌
握
す
る
。

●｢

歴
史
の
島
・
壱
岐｣
基
盤
づ
く
り
推
進
事
業

は
長
崎
・
福
岡
・
唐
津
で
の
観
光
物
産
展
お
よ

び
Ｐ
Ｒ
活
動
経
費
が
約
500
万
円
、
マ
ス
コ
ミ
へ

の
経
費
が
500
万
円
。

●
道
路
改
良
事
業
は
補
助
・
単
独
合
わ
せ
て
２
千

980
万
円
。

●
し
ま
ご
と
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
の
一
支
国
弥
生

ま
つ
り
補

助
金
247
万

円
は
、
昨

年
の
反
省

を
踏
ま
え

計
画
さ
れ

て
お
り
、

10
月
17
・

18
日
に
開

催
予
定
。

委
員
長　

近
藤　

団
一

　

６
月
定
例
会
で
当
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
議
案
は

な
か
っ
た
が
、
山
積
す
る
案
件
は
多
く
、
委
員
会
を

開
い
て
調
査
を
行
っ
た
。

委
員
会
所
管
事
務
調
査
（
６
月
11
日
）

　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
外
観
・
周
辺
を
調
査
し

た
。
特
に
避
難
場
所
に
つ
い
て
は
狭き

ょ
う

隘あ
い

で
あ
り
、
路

盤
の
凹お
う

凸と
つ

部
分
が
多
く
、
早
急
な
改
善
が
望
ま
れ
る

と
の
こ
と
だ
っ
た
。
そ
の
他
、
次
の
事
項
に
つ
い
て

説
明
を
受
け
た
。

●
環
境
関
連
予
算
の
内
容
説
明
と
経
過

　
（
保
健
環
境
担
当
理
事
）

●
先
の
病
院
改
革
プ
ラ
ン
の
詳
細

　
（
病
院
事
業
管
理
監
）

●
整
備
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

　
（
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
所
長
）

● 

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
等
と
の
連
携
・
入
所
者
の

待
機
状
況
（
老
人
ホ
ー
ム
所
長
）

　

火
葬
場
に
つ
い
て
も
、
建
物
内
の
空
調
、
施
設
周

辺
の
環
境
整
備

に
つ
い
て
、
利

用
者
お
よ
び
委

託
管
理
者
か
ら

の
意
見
に
つ
い

て
も
早
急
に
改

善
す
る
よ
う
申

し
入
れ
を
し

た
。

壱岐市立病院改革委員会
（７月19日 壱岐文化ホール）

一支国弥生まつり「食祭」
（H20.11.17～ 23　原の辻展示館前）

特養ホームを調査（６月11日）
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予備水源を調査（３月16日） 湯ノ本漁港

産
業
建
設
常
任
委
員
会

産
業
建
設
常
任
委
員
会

委
員
長　

赤
木　

英
機

 

議
案
審
査
状
況 

　

６
月
定
例
会
で
は
、
議
案
５
件
の
付
託
を

受
け
、
審
査
を
行
っ
た
。
採
決
の
結
果
、
全

議
案
可
決
し
た
。主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
。

道
路
占
用
料
徴
収
条
例
の
一
部
改
正

　

道
路
法
施
行
令
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
電

柱
等
の
占
用
料
徴
収
が
改
正
さ
れ
る
も
の
。

あ
ら
た
に
生
じ
た
土
地
の
確
認
お
よ
び

字
の
区
域
の
変
更

　

湯
ノ
本
漁
港
の
埋
め
立
て
に
よ
り
生
じ
た

土
地
（
※
写
真
中
の
赤
枠
部
分
）
の
字
の
区

域
の
変
更
。

簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

　

次
の
意
見
を
付
け
て
原
案
可
決
と
し
た
。

委
員
会
の
意
見

　

予
備
水
源
（
貯
留
水
源
）
と
し
て
の
価
値
、

購
入
の
必
要
性
は
認
め
る
が
、
長
期
的
か
つ

広
域
的
な
有
効
活
用
に
つ
い
て
、
十
分
検
討

し
た
上
で
、
国
・
県
の
有
利
な
補
助
制
度
等

に
取
り
組
ま
れ
る
よ
う
要
望
す
る
。

　

ま
た
、
予
備
水
源
の
水
質
管
理
や
周
辺
の

安
全
対
策
等
に
も
十
分
注
意
さ
れ
る
よ
う
要

望
す
る
。

八
幡
浦
地
区
特
定
漁
港
整
備
工
事

請
負
契
約
の
締
結

諸
津
漁
港
竹
ノ
浦
防
波
堤
工
事

請
負
契
約
の
締
結

　

工
事
請
負
契
約
締
結
の
承
認
。

手
数
料
条
例
の
一
部
改
正

　

12
月
定
例
会
に
て
付
託
を
受
け
、

閉
会
中
の
継
続
審
査
と
し
て
い
た
手

数
料
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

は
、
２
月
25
日
お
よ
び
５
月
14
日
に

委
員
会
を
開
催
し
て
審
査
し
た
。
採

決
の
結
果
、
次
の
意
見
を
付
け
て
原

案
可
決
と
し
た
。

委
員
会
の
意
見

　

県
か
ら
権
限
移
譲
を
受
け
た
屋
外

広
告
物
の
許
可
申
請
等
の
事
務
に
つ

い
て
は
、
権
限
移
譲
を
受
け
る
時
点

で
、
登
録
が
未
更
新
の
も
の
が
十
数

件
存
在
し
て
い
る
。
ま
た
、
県
・
市

共
同
で
の
現
地
調
査
の
結
果
、
屋
外

広
告
物
に
該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
も

の
が
数
十
件
確
認
さ
れ
た
。
こ
れ
ら

を
踏
ま
え
、
手
数
料
徴
収
に
当
た
っ

て
は
、
屋
外
広
告
物
に
該
当
す
る
物

件
に
つ
い
て
十
分
精
査
し
た
上
で
執

行
さ
れ
た
い
。

　

ま
た
、
屋
外
広
告
物
の
許
可
を
受

け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
許
可
地
域

は
、
郷
ノ
浦
町
の
都
市
計
画
区
域
内

お
よ
び
壱
岐
空
港
周
辺
500
メ
ー
ト
ル

の
範
囲
内
に
限
ら
れ
て
い
る
。
美
し

い
自
然
景
観
や
良
好
な
眺
望
を
保
護

す
る
観
点
か
ら
も
、
今
後
は
壱
岐
島

内
全
域
を
対
象
と
し
た
、
市
独
自
の

景
観
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
検
討
を

進
め
ら
れ
る
よ
う
要
望
す
る
。

全国市議会議長会会長表彰 人権擁護委員候補者の推薦を了承し、教育委員の任命に同意しました

（議員在職10年以上）
市 山　繁 議員

人権擁護委員候補者
鳥 巣　修さん

人権擁護委員候補者
久田　清文さん

教育委員
久保田 良和さん

おめでとうございます！ 今後のご活躍をご祈念致します！

　第 85回全国市議会議長会定期
総会において、議員在職 10 年以
上の市山繁議員が表彰されました。
　今後のご活躍を期待していま
す。

人権擁護委員とは
　市民の基本的人権の侵犯を監視・救済し、
人権思想の普及・高揚に努める人です。法
務大臣の委嘱により全国の市町村に配置さ
れます。任期は３年です。

教育委員とは
　教育委員会の構成員。教育・
文化に関して見識のある人を
市長が議会の同意を得て任命
します。任期は４年です。
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金子知事との意見交換会（６月18日　勝本庁舎）

要 望 事 項
原の辻遺跡の復元整備、保存および日本最古の船着場跡の復元
整備について、国営として整備および維持管理がされるよう、
国に対し働きかけをお願いするとともに、国の対応によっては、
県の支援をお願いいたします。
また、「一支国博物館」の維持管理についても、できる限りの
支援をお願いいたします。

昨年の原油高騰、今年の高速道路料金の大幅値下げ等によって、
離島航路・離島経済は大きな打撃を受けております。本土との
格差是正のためにも、離島航路運賃値下げに繋がる恒久的な対
策をお願いいたします。

海砂採取量の大幅な削減をお願いするとともに、漁獲量の急激
な減少および浜やせの進行と海砂採取の因果関係について、徹
底した調査をお願いいたします。

郷ノ浦港口に浮かぶ三島（大島・長島・原島）の内、大島と長
島については平成 10年度に珊瑚大橋が開通いたしましたが、
原島だけが孤立しており、大島と原島を結ぶ「原島大橋」架橋
の早期実現について特段のご配慮をお願いいたします。

昨昨昨昨昨昨昨昨昨昨昨昨
離離離離離離離離離

海海海海海海海海海海海海海海海海海海
なななななななななな

郷郷郷郷郷郷郷郷郷郷郷郷郷郷郷
島島島島島島島島島島

金子知事来島の際、壱岐市議会として
主に下記の４項目について要望しました！

ユ
ウ
く
ん
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いつも議会だよりを
楽しみに読ませてもらって
います。なかなか家の中ばかり
に居ますと、今何があっているの
か分からないことばかりですが、「も
うちょっとくわしゅう」や議員さ
んの一般質問は関心があり、熱
心に読んでおります。いつ
もありがとうござい

ます。

議員さんはいつも
同じような方ばかり載っ

ているように思いますけど、
他の方も載せてほしいです。
休日など小児科の先生がいらっしゃ
ると助かります。先日も孫が熱を出
して、病院に電話しても居ませんと
言って何件も断られました。

お答えします！
「一般質問した議員はすべ

て掲載しています。」

以前、宿題に
『毎日のニュースを調べる』

というのがあり、その頃からニュー
スに興味を持つようになりました。「い
き議会だより」はカラーで見やすく、議員
さんたちの顔写真もＧｏｏｄです。壱岐に住
んでいても知らないことがたくさんあるので
勉強になりますね。これからも私たち小学生
にも分かりやすく、興味の持てる「議会だ
より」をお願いします。壱州弁の見出し
もすっごく楽しいです！分からない言
葉もありますけど…おばあちゃ

んに聞いています！

高齢者（82歳）
です。議会への意見
はありません。ただし、
現在のように市民の不
安のないような市政
をお願いします。

特養ホームの
件、今年から母もお
世話になっているのです
が、老朽化しているなと
感じています。今後も議
会だより楽しみにして
います。

クイズの新企
画で議会だよりをさ
らに興味をもって読むこ
とができました。ぜひいつ
か議会を傍聴したいと思っ
ています。議員さんの活躍
等、情報をよろしくお
願いいたします。

一支国博物館の
開館に伴い、閉館されて

いく施設は今後どうなっていく
のですか？

お答えします！
○安国寺宝物展示館（今年３月末閉館）
　　→展示物は一支国博物館にて展示。
○原の辻展示館（今年８月末閉館）
　→ ガイダンス施設として開館（来年春）
　　展示物は一支国博物館にて展示。
○石田ふるさと資料館（今年８月末休館）
　→漁業関係に特化した資料館
　として再開（来年４月）。

いつも議会だよりを
楽しみに読ませてもらって
います。なかなか家の中ばかり
に居ますと、今何があっているの
か分からないことばかりですが、「も
うちょっとくわしゅう」や議員さ
んの一般質問は関心があり、熱
心に読んでおります。いつ
もありがとうござい

ます。

議員さんはいつも
同じような方ばかり載っ

ているように思いますけど、
他の方も載せてほしいです。
休日など小児科の先生がいらっしゃ
ると助かります。先日も孫が熱を出
して、病院に電話しても居ませんと
言って何件も断られました。

お答えします！
「一般質問した議員はすべ

て掲載しています。」

以前、宿題に
『毎日のニュースを調べる』

というのがあり、その頃からニュー
スに興味を持つようになりました。「い
き議会だより」はカラーで見やすく、議員
さんたちの顔写真もＧｏｏｄです。壱岐に住
んでいても知らないことがたくさんあるので
勉強になりますね。これからも私たち小学生
にも分かりやすく、興味の持てる「議会だ
より」をお願いします。壱州弁の見出し
もすっごく楽しいです！分からない言
葉もありますけど…おばあちゃ

んに聞いています！

高齢者（82歳）
です。議会への意見
はありません。ただし、
現在のように市民の不
安のないような市政
をお願いします。

特養ホームの
件、今年から母もお
世話になっているのです
が、老朽化しているなと
感じています。今後も議
会だより楽しみにして
います。

クイズの新企
画で議会だよりをさ
らに興味をもって読むこ
とができました。ぜひいつ
か議会を傍聴したいと思っ
ています。議員さんの活躍
等、情報をよろしくお
願いいたします。

一支国博物館の
開館に伴い、閉館されて

いく施設は今後どうなっていく
のですか？

お答えします！
○安国寺宝物展示館（今年３月末閉館）
　　→展示物は一支国博物館にて展示。
○原の辻展示館（今年８月末閉館）
→ ガイダンス施設として開館（来年春）
　展示物は一支国博物館にて展示。
○石田ふるさと資料館（今年８月末休館）
→漁業関係に特化した資料館
として再開（来年４月）。

　

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、

市
民
の
み
な
さ
ま
か
ら

議
会
に
寄
せ
ら
れ
た
ご

意
見
等
に
つ
い
て
一
部

ご
紹
介
し
ま
す
。



　

県
立
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
・
市
立
一
支
国
博
物
館

の
来
春
開
館
に
向
け
、
原
の
辻
遺
跡
の
Ｐ
Ｒ
と
市
内
外

へ
の
機
運
盛
り
上
げ
の
た
め
、
６
月
定
例
会
で「
貫
頭

衣
」を
着
用
し
ま
し
た
。

　

さ
て
、
現
市
議
会
議
員
の
任
期
も
８
月
６
日
ま
で
で

す
。
改
選
後
の
定
数
は
20
人
と
し
、
７
月
26
日
告
示
、

８
月
２
日
投
開
票
さ
れ
、
生
ま
れ
変
わ
っ
た
市
議
会
が

さ
ら
な
る
市
政
発
展
に
貢
献
で
き
る
も
の
と
確
信
し

ま
す
。

　

最
後
に
当
委
員
会
の
責
務
は
第
22
号
で
完
了
と
な

り
ま
す
。４
年
間
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
文
＝
豊
坂
敏
文
）

議
会
広
報
特
別
委
員
会

委
員
長　

鵜
瀬
和
博

副
委
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西
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乃

　

委
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豊
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文

　

委
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市
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委
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深
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発
行
日
／
平
成
21
年
８
月
６
日

・
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス　

gikai@
city.iki.lg.jp

　

い
き　
　
議
会
だ
よ
り
は
壱
岐
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス　

http://w
w
w
.city.iki.nagasaki.jp

編　

集　

後　

記

いき議会だよりは地球に優しい大豆油のインキで印刷されています。

クイズに答えち図書カード
（1,000円）ば当てるバイ！
９月１日までに送るとよ！
  応募待っちょる

けんね！

るバイ！
るとよ！

～ 第１回クイズの当選者 ～
入江 初美様　浦田 サノ様
吉永 直美様　中野 清賀様
西　 公子様　 （順不同）　
おめでとうございます☆ 

v(^-^)v

様
賀様
　
☆ 

　　　　　　　　市長行政報告・議員一般質問の音声を聞くことができます！ 

　壱岐市ホームページ（http://www.city.iki.nagasaki.jp）内の市議会のコーナーを検索すると、平成
21年第２回定例会（６月２日開会・６月 16日閉会）の市長行政報告および議員一般質問の音声を聞く
ことができます。市長や議員の生の声をあなたも聞いてみませんか？
　また、市議会会議録は議会事務局、市役所本庁（総務課）、各庁舎（市民生活班）、各町図書館で閲覧で
きます。議会でどのような議論がなされているのかを知ることができますので、ぜひご利用ください。

第2回
クク
イ
ズ
イ
ズ　

●
欄
に
適
切
な
言
葉
を
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

１ 
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
青
少
年
消
防
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
壱
岐
市

か
ら
出
場
す
る
の
は
？

　
　

（
●
●
少
年
消
防
ク
ラ
ブ
）

２ 

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
用
マ
ス
ク
の
購
入
予
定

枚
数
は
？

　
　

（
●
●
●
●
枚
）

３
壱
岐
市
内
の
自
治
公
民
館
の
総
数
は
？

　
　

（
●
●
●
自
治
公
民
館
）

ヒヒ
ン
ト
ン
ト　

こ
の
議
会
だ
よ
り
の
中
に
答
え
が
あ
り
ま
す
。

　《
応
募
方
法
》
は
が
き
に
「
答
え
・
住
所
・
氏
名
・
議
会
だ
よ
り

や
議
会
へ
の
意
見
等
」
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　

ご
意
見
等
は
『
市
民
の
声
』
で
で
き
る
だ
け
紹
介
し
ま
す
。

　
　

正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
５
人
の
方
に
図
書
カ
ー
ド
を
差
し

上
げ
ま
す
。
当
選
者
の
発
表
は
次
号
に
掲
載
し
ま
す
。

　《
あ
て
先
》
〒
８
１
１-

５
５
２
１

　
　
　
　

壱
岐
市
勝
本
町
西
戸
触
１
８
２-

５

　
　
　
　
　
　
　

壱
岐
市
議
会
事
務
局

　《
し
め
き
り
》
平
成
21
年
９
月
１
日
㈫
（
当
日
消
印
有
効
）

　
《
個
人
情
報
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
》
ご
記
入
頂
き
ま
し
た
個
人
情

報
は
、
賞
品
発
送
・
当
選
者
発
表
お
よ
び
『
市
民
の
声
』
等
の
目

的
以
外
に
は
利
用
い
た
し
ま
せ
ん
。

～ 第１回クイズの答え ～
①９　②さくら　③敬老祝金
正解者多数により抽選の結果
５人の方が当選されました！

第第22回

選されました！

パチパチ
パチパチ
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